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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

〇 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、日本経済において大きな位置を占めているサービス産業の生産性について、計測上の課題

を解決し、生産と消費の同時性を考慮した新アプローチの適用などを通じて、包括的研究を行うことを

目的としている。 

当該目的の達成に向けて、分析に必要なサービスに関するデータを包括的に収集し、それらを用いて

生産性の推計を行うなど、研究の積み重ねがなされている。一方、本研究のコア（核）の部分である「産

業・企業レベルの実質生産・生産性計測上の問題を最大限解決した上で、この新しい計測結果を使って

生産性の決定要因を調べる」という点からの研究成果が少ない。今後は、計測上の課題の解決に力を注

ぎ、その研究成果と連動させる形で生産性の決定要因についての研究を進めていくことが必要である。 


